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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜東病棟入室状況＞
・安達　貴浩様～療養環境変更目的にて東B→西Bへ転出となる。
・袴田　将志様～東A10号室→東A11号室へ移動となる。
・立花　圭様～東A9号室→東A10号室へ移動となる。

＜患者様連絡事項＞
・高橋　憲一様～持参薬のカルバゾクロムスルホン酸Naを疼痛時IFオーダーへ追加とな
る。また、臨時薬として抑肝散1P 1×vdsで本日より追加となる。
・千葉　恒義様～深夜帯0:30より排尿無し。斎藤Drへ報告し、導尿指示あり施行。排尿370g確認、尿色：黄色～茶褐色。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後一時間ずつの開放観察実施。時折ドア蹴りあるが過度とはならず。開放中は他者への強要行為無く過ごす事出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察開始。開放時は妄想様の言動や不穏さ無く、他者トラブルなく経過。スタッフ対面時も穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・袴田　将志様～時間隔離中。体重はやや増加している。昨夜自室内で尿失禁している。妄想様の言動や不穏さはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。両上下肢の浮腫持続。開眼しているが、発語は無くスタッフを見つめている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞

・見付　龍矢様～「微熱があるから日赤に救急搬送して下さい」と話したり、詰所の前でわざと転びスタッフの様子を伺ったりするような行動頻回に見られている。バイタルサインは異常無し。不穏さや他者トラブルは無いが、表情硬く活気無し。
・藤井　崇史様～「もう喧嘩とかしませんし、それは誓います。今まですみませんでした」などと一方的にスタッフへ話し掛けあり、気分高揚さ見られている。眼光鋭さあるが、対面時に不穏さはない。
・高柳　和子様～脱衣行為や妄想様の言動見られている。不穏さはないが、スタッフを避ける様な動作みられている。骨折部位疼痛訴え無いが、左上肢は全体的に浮腫見られている。
・向山　ユキ様～日中車椅子乗車し過ごされる。ケア時に「構わないでけろ」と口調荒く話す事あるが、抵抗や易怒性はない。ミトン外しあるが、バルン弄り無く経過。バイタルサイン異常無し。

・稲荷　幸七様～食事は数口～1/2摂取。介助にて摂取時、軽度のむせ込みみられている。指示の点滴施行時、安静保てず体動活発。カテーテル内に肉眼的血尿なし。
・高橋　憲一様～入浴の際に「ネズミが走っている」と幻視様の言動あり。13：30落ち着きなさや壁にぶつかりに行く等の行動あり、不穏時継続指示リスペリドン内用液（0.5）1P服用。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～スタッフに対する話し掛け頻回にあり、自ら切り上げることも出来ずにいる。介入に対する興奮や粗暴性は無い。眼光の鋭さあり、時折妄想発言聞かれている。

＜入院患者様情報＞
日時：9月7日　10:14　　

　　氏名：久保　興介（くぼ　こうすけ）様

生年月日：昭和62年12月6日(31歳)

　　病名：統合失調症

　　性別：男性

　主治医：田名部Dr

入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Aユニット9号室

（経過）

　当院2回の入院治療歴あり(前回H28.2.12～H28.12.25)。退院後は定期的な外来通院とデイケア利用(湊病院)を継続していた。時折不穏状態となる事あるが、都度薬剤調整に

て対応し入院に至らず経過していた。

　R1.9.7 7:46父様より架電あり。前回受診(R1.8.30)後より不穏状態となり、父様に対する粗暴性があるとの事。また、今朝壁叩きや暴言があり、警察へ連絡し保護されているとのこと。家族対応困難で入院希望あり、父様同意にてR1.9.7 10:14東Aユニットへ医療保護入院となる。
※家族洗濯
※買い物：5000円/月
※スマホ、音楽プレーヤーは田名部Drより使用許可あり。ただし、両親はあまりスマホ使用させたくないとのことで使用頻度に注意。
